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CCMS を中核としたオーサリングとパブリッシュのモデル



 操作手順が知りたい
 手順書、指示書

 新技術、技術トレンド等が知りたい
 ホワイトペーパー

 問題を解決したい
 ナレッジベース、サポートコンテンツ、自己解決型コンテンツ、FAQ

 使用方法を学習したい
 ラーニングコンテンツ

 製品の機能を知りたい
 製品説明コンテンツ、ユーザーガイド

テクニカルコンテンツが必要とされる場面
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主なテクニカルコンテンツの配信形式
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主なテクニカルコンテンツの特徴
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テキスト検索への高い親和性

レイアウト活用の優位性 

情報更新の管理。アクセス環境の確保 

目的別情報提供に優れた手段

製品に特化した情報提供 常時更新可能な形態 

フィジカルな行動にピンポイントでデジタル情報を提供 

対話型の情報提供 



 必要な情報を見つける
 コンテンツの構成設計、検索への親和性

 情報が見やすい
 デバイス対応、レイアウト

 関連情報の提供
 コンテンツ間の適切な移動、ポップアップ情報の提供

 信頼できる情報が必要
 迅速な更新、適切なQA

コンテンツへのユーザー視点からの期待



顧客体験のDXモデル
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CCMS
（構造化）
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CMS/CCMS(構造化) の関係

素材
コンテン

ツ
大きな

グループ
小さな

グループ

マルチ
パブリッシュ

CMS

解析



DX の浸透とともに、エンドユーザーへ
の情報提供は、いずれかのコンテンツ単
独で全ての要求をカバーするのではなく、
それぞれが得意とする特性を生かして、
総合的に行うことが求められるようにな
ります。

そこで、これまで最も広く活用されてき
た PDF について、現状と今後の方向性
を掘り下げてみます。
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